
 【ヤマト（日本）とシマ（奄美）の歴史】① 時代区分       

 【奄美博物館資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤマト（日本） 歴史区分 シマ（奄美） シマの世 沖縄の世 年 代 

旧石器時代 

 

先史 

 

 

 

 

 

 

古代 

旧石器時代 奄美世 旧石器時代 約30000年前 

 

約7000年前 

 

 

約2500年前 

 

約1700年前 

約1400年前 

 

約1200年前 

 

 

約800年前 

 

約700年前 

 

 

（1603年～） 

約400年前 

 

（1867年～） 

約150年前 

 

約100年前 

約80年前 

約70年前 

 

（1989年～） 

（2019年～） 

縄文時代 

 

縄文時代 

 

 

弥生時代並行期 

 

古墳時代並行期 

 

古代並行期 

貝塚時代前期 

弥生時代 

 貝塚時代後期 

古墳時代 

 

飛鳥時代 

奈良時代 

平安時代 

 中世 中世 アジ世 グスク時代 

鎌倉時代 

 

室町時代 

 

琉球国統治時代 那覇世 琉球王国時代 

安土桃山時代 

江戸時代 

 

近世 薩摩藩統治時代 ヤマト世 

明治時代 近代 明治時代  明治時代 

大正時代 大正時代 大正時代 

昭和時代 昭和時代 昭和時代 

現代 米軍統治下時代 アメリカ世 米軍統治時代 

 昭和時代  

昭和時代 

平成時代 平成時代 平成時代 

令和時代 令和時代 令和時代 

 この書は、郷土教育の一環として作成しました。郷土教育

のねらいは、「郷土の歴史や伝統文化、自然や産業などを正し

く学び理解し、郷土へ誇りと愛着を持ち、郷土の発展に貢献 

する心情を育むこと」です。 

 

 わたしたちの郷土奄美は、令和５年（2023年）に日本復帰

70周年を迎えました。奄美の先人たちは一丸となり幾多の苦

難を乗り越え、日本復帰の偉業を成し遂げ、今日の奄美を築

いてきました。誇るべき歴史です。 

  

しかしながら、奄美の子どもたちが学校で学ぶ歴史は、ほと

んどが「ヤマト（日本）」の歴史です。もちろん、日本国民と

して大切な学習でありますが、シマ（奄美）の歴史との関連

を学ぶ機会が少ない感もあります。 

 

そこで、教科書で学ぶ「ヤマト（日本）」の歴史とあわせて

「シマ（奄美）」の歴史を学ぶことは、郷土教育の観点からも

おおいに意義があることと考え、「子どもたちにも分かりやす

いように」と、それぞれの時代の代表的な出来事を精選して 

まとめたのがこの書です。 

 

この書が皆様の郷土学習に少しでも参考になれば幸いです。 

             令和６年（2024年）１０月 

大和村教育委員会 晨原弘久 
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ヤマト（日本）とシマ（奄美）の歴史 ➊ 旧石器時代 

今から数万年前、地球
ちきゅう

は氷河
ひょうが

時代とよばれる寒い時代が続いていました。 

そのため海面は今より100mほども低く、日本列島
れっとう

は大陸（ロシアや中国や 

朝鮮
ちょうせん

半島など）と陸
りく

続きでした。そこをゾウやシカの群
む

れが日本に渡
わた

り、 

それを追
お

い大陸から人々が渡ってきました。また、この頃
ころ

すでに島になって 

いた奄
あま

美
み

・沖縄
おきなわ

を通り南から人々が舟で海を渡ってきました。この頃の人  々

の主食はドングリやハシバミなど植物
しょくぶつ

の実でしたが、黒曜石
こくようせき

などの堅
かた

い石材
せきざい

 

で槍
やり

やナイフを作り、ゾウやシカなども獲物
えもの

（食料）にしていました。 

（注：奄
あま

美
み

沖縄
おきなわ

にはゾウなど大型
おおがた

動物
どうぶつ

はいませんでした。） 

今から３万年ほど前、鹿児島県錦江
きんこう

湾
わん

の姶良
あいら

カルデラが大噴火
だいふんか

しました。この時 

 の噴火
ふんか

はすさまじく、日本列島全体に火山
かざん

灰
ばい

が降
ふ

り積もり、奄
あま

美
み

にも薄
うす

い火山灰の 

 層
そう

が積もりました。この火山
かざん

灰
ばい

の層
そう

は、笠利町の喜子
き し

川
かわ

遺跡
いせき

や徳之島伊仙
いせん

町のガラ 

竿
ぞう

遺跡
いせき

などから確認
かくにん

されています。このことから、奄美群島では約３万年以前
いぜん

から 

人類
じんるい

が住
す

み始めていたことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   数万年前の陸地 

   現在の陸地 

   動物や人の移動 

奄美大島 

徳之島 

沖縄島 

 

奄美市笠利町の

喜子川遺跡 

徳之島伊仙町

のガラ竿遺跡 右図「日本の歴史」 

（ポプラ社）参考 

マンモス 

オオツノジカ 

ナウマンゾウ 

日本と 

大陸は 

陸続き 
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【ヤマト（日本）の歴史】① 縄文時代～弥生時代～古墳時代 

   約１万年前、地球は暖
あたた

かくなり海面が上がり、今の日本列島の姿になりました。

人々は竪穴
たてあな

式
しき

住居
じゅうきょ

に家族で住み、ドングリなど植物食の他に、みんなで協力して

シカやイノシシ、ウサギなどを狩
か

り、海や川では漁
りょう

をしていました。縄文
じょうもん

土器
ど き

と

いう縄目
なわめ

模様
もよう

の土器
ど き

を作り、食べ物を煮
に

たり保管
ほかん

したりしていました。この時代を縄文
じょうもん

時代
じだい

といい、１万年以上続きました。 

   今から2700年ほど前ごろに九 州
きゅうしゅう

で米作りが始まると、北は青森
あおもり

、南は鹿児島
か ご し ま

まで広まりました。人々は共同
きょうどう

で大規模
だ い き ぼ

な水田
すいでん

を作りました。米作りと共に大陸から鉄器
てっき

などが伝
つた

わり、日本国内でも一部で生産され、農具
のうぐ

や武器
ぶ き

も作られるよ

うになりました。土器も縄文
じょうもん

時代
じだい

に使われた煮炊
に た

き用の深
ふか

鉢
ばち

と盛
も

り付け用の皿の他にも、使い道に合わせて様々
さまざま

な器
うつわ

の

形が作られるようになりました。これを弥生
やよい

土器
ど き

と言い、この時代を弥生
やよい

時代
じだい

と言います。 

食料が豊かになり人口
じんこう

も増えると、食 糧
しょくりょう

確保
かくほ

や水田
すいでん

拡大
かくだい

をめぐるムラどうしの争いもおきるようにな

りました。人々はムラを守るための砦
とりで

のような集落
しゅうらく

を築
きず

き住んでいました。そこから指導者
しどうしゃ

が現れ、豪族
ごうぞく

となり王
おう

とも呼
よ

ばれ、幾つものムラをまとめ、小さなクニを築きました。中国の歴
れき

史書
ししょ

には239年（今から

1800年ほど前）に、「倭
わ

（日本）には邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王・卑弥呼
ひ み こ

が30ほどの小国を治めていた」と紹介
しょうかい

され

ています。 

   ３世紀の後半ごろになると、大和
やまと

（奈良
な ら

・京都
きょうと

方面）の豪族
ごうぞく

たちが連合
れんごう

していきます。これを大和
やまと

王権
おうけん

と 

呼びます。各地の豪族（王）たちの墓
はか

は前方
ぜんぽう

後円墳
こうえんふん

と呼ばれる巨大
きょだい

なもので、やがて東北南部から南九州ま 

で広がりました。古墳
こふん

の中には王の棺
ひつぎ

や埴輪
はにわ

や宝物
たからもの

などが納
おさ

められました。古墳
こふん

を築
きず

くには優
すぐ

れた技術者 

と多くの労働者
ろうどうしゃ

と権力が必要でした。豪族
ごうぞく

たちの連合
れんごう

の最高
さいこう

位
い

につくのが大王
おおきみ

で、大阪にある大仙
だいせん

古墳
こふん

 

（仁徳天皇
にんとくてんのう

陵
りょう

）は全長が４８６ｍ、高さが３５ｍもあり、世界でも最大級
さいだいきゅう

の墓
はか

です。この時代を古墳
こふん

時代と言います。 

弥生時代のムラと土器 邪馬台国の女王・卑弥呼 

神のお告げを伝えていた 

埴輪
はにわ

 

前方後円墳 

みんなで狩りや木の実採集 

米作り始まる 

竪
穴
式
住
居 

土
偶
（
縄
文
） 
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【シマ（奄美）の歴史】➊縄文時代～弥生時代並行期～古墳時代並行期 

   今から１万年ほど前に氷河期
ひょうがき

が終わると地球はだんだん暖
あたた

かくなり、奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

も海面が数ｍ上がり、陸地
りくち

も

奥
おく

の方にせばまり、そのため縄文
じょうもん

時代
じだい

の遺跡
いせき

は今の海岸
かいがん

線
せん

の少し内陸側
ないりくがわ

に分布
ぶんぷ

しています。奄美群島では縄文
じょうもん

時代の晩期
ばんき

頃
ごろ

（約3000年前）から人々が定住していたとされ、奄美大島では奄美市の笠利
かさり

町にある宇
う

宿
しゅく

貝塚
かいづか

や

住用
すみよう

町のサモト遺跡
いせき

などから、鹿児島県本土では見られない石
いし

積
づ

みで囲
かこ

われた竪穴式住居跡が確認されています。さらに喜界
きかい

島のハンタ遺跡、

徳之島天城
あまぎ

町の塔
とう

原
はら

遺跡、沖永良部島知名町の住吉
すみよし

遺跡、与論島の上城遺跡などでも同様の住居跡が見つかっていることから、奄美群島全体

が九州の縄文文化の影響
えいきょう

を受けながらも、晩期
ばんき

頃
ごろ

に集落
しゅうらく

遺跡
いせき

が形成され、貝や石で作られた様々な装飾品
そうしょくひん

が多く用いられた独自
どくじ

の文化を

築いたと考えられています。奄美群島には、ゾウなどの大型
おおがた

動物
どうぶつ

はいませんでしたが、山でリュウキュウイノシシを捕獲
ほかく

し、シイなどの木の 

実をとり、海や川でウミガメや魚や貝などをとり食料としていました。  

 縄文
じょうもん

時代
じだい

の終わりから弥生
やよい

時代
じだい

の始まりにかけて、地球はまた寒
さむ

くなり海面が低くなり、現在
げんざい

の海岸
かいがん

線
せん

になりました。そこで、奄美群島では弥生
やよい

時代
じだい

の遺跡
いせき

は縄文時代の遺跡
いせき

よりも海岸
かいがん

線
せん

に

面した砂丘に多く分布
ぶんぷ

しています。ヤマト（日本）では米作りが始まると人々は稲作
いなさく

に適
てき

した低地
ていち

に集団でムラをつくり定住
ていじゅう

するようになりました。しかし、南の奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

や沖縄
おきなわ

諸島
しょとう

では稲作
いなさく

など農耕
のうこう

の必要がないほど海の魚介類
ぎょかいるい

や山の植物食やイノシシなどの食料が豊富
ほうふ

で、これまでの

山での狩猟
しゅりょう

や海での漁労
ぎょろう

中心の暮
く

らしでした。ヤマトで稲作
いなさく

の指導者
しどうしゃ

がやがて豪族
ごうぞく

・王
おう

となり、

連合
れんごう

国
こく

として大和
やまと

王権ができます。その墓
はか

の前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

は、鹿児島の大隅
おおすみ

半島
はんとう

までで大隅諸島

から南には広がりませんでした。しかし九 州
きゅうしゅう

の豪族
ごうぞく

たちの腕輪
うでわ

など装飾品
そうしょくひん

と呼
よ

ばれる物は、

奄美群島以南に生息
せいそく

するイモガイやゴホウラ貝など大型
おおがた

巻貝
まきがい

を材料にしており、この頃
ころ

の奄美群

島はヤマトの政治的
せいじてき

勢力
せいりょく

と貝を交易
こうえき

する供 給
きょうきゅう

拠点
きょてん

だったと考えられます。 

石積み囲いの竪穴式住居 

 

 

宇
宿
貝
塚
の
あ
る
奄
美

大
島
北
部
東
海
岸 

古墳文化の南限 

弥生文化の南限 

縄文文化の南限 

奄美博物館資料参考 
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【ヤマト（日本）の歴史】⓶ 飛鳥時代～奈良時代～平安時代 

   593年、聖徳太子
しょうとくたいし

は推
すい

古天皇
こてんのう

（日本初の女性天皇）の摂政
せっしょう

となり、豪族
ごうぞく

の力を抑
おさ

え、天皇中心の国づくりが必要だと考えました。そこ

で、隋
ずい

の国（中国）の進んだ制度
せいど

や文化や学問を学ぶために小野
おのの

妹子
いもこ

らを遣
けん

隋使
ずいし

として派遣
はけん

しました。（これは後に隋
ずい

の国が唐
とう

の国になっ

ても遣唐使
けんとうし

として続けられます。）そして、冠位
かんい

十二階
じゅうにかい

の制度で、身分や家柄
いえがら

に関係なく能力
のうりょく

や功績
こうせき

で役人を任命
にんめい

し、政治を行う役人の

心構えとして十 七 条
じゅうしちじょう

の憲法
けんぽう

を定めました。仏教
ぶっきょう

を厚
あつ

く信仰
しんこう

していた太子は、国の安定のため、法
ほう

隆寺
りゅうじ

などを建て仏教
ぶっきょう

の教えを広め、

ました。太子の死後、有力
ゆうりょく

豪族
ごうぞく

の蘇
そ

我
が

氏
し

が天皇をしのぐほど政治の実権
じっけん

を持つようになりました。そこで中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

（後の天智
てんじ

天皇
てんのう

）

と中臣鎌足
なかとみのかまたり

（後の藤原
ふじわらの

鎌足
かまたり

）らは、645年蘇
そ

我
が

氏
し

を倒しました。そして唐
とう

（中国）から帰国した留学生や留学
りゅうがく

僧
そう

らと共に、唐の制度を

手本に政治や税
ぜい

の仕組
し く

みなどを整えました。これを日本初の元号
げんごう

「大化
たいか

」にちなみ大化
たいか

の改新
かいしん

と言い、この頃を飛鳥
あすか

時代
じだい

と言います。 

710年、奈良
な ら

に新しい都
みやこ

（平城
へいじょう

京
きょう

）が造られました。碁盤
ごばん

のような整然
せいぜん

とした道路で、役所
やくしょ

も豪華
ごうか

になりました。しかし、地方の人々は税
ぜい

や労務
ろうむ

で苦しい生活で

した。さらに伝染病
でんせんびょう

が広がり、多くの人が亡
な

くなり、国中
くにじゅう

で災害
さいがい

や反乱
はんらん

が続発
ぞくはつ

しました。そこで聖
しょう

武
む

天皇
てんのう

は仏
ぶっ

教
きょう

の力で社会の不安をしずめ、国を治めようと、

741 年に全国に国分寺
こくぶんじ

を建て、都
みやこ

には東大寺
とうだいじ

を建てました。その中に座高
ざこう

１５ｍほどの「奈良
な ら

の大仏
だいぶつ

」が造
つく

られました。これには優
すぐ

れた技術
ぎじゅつ

と多くの労力
ろうりょく

とばく大

なお金がかけられました。古事記
こ じ き

や日本
にほん

書記
しょき

や万葉集
まんようしゅう

も編纂
へんさん

されたこの頃を奈良
な ら

時代
じだい

と言います。   

794年、都
みやこ

は平城
へいじょう

京
きょう

（奈良
な ら

）から平安
へいあん

京
きょう

（京都
きょうと

）に移
うつ

されると、国の政治は有力な貴族
きぞく

たちが

行うようになります。その代表
だいひょう

格
かく

が藤原
ふじわらの

鎌足
かまたり

の子孫
しそん

である藤
ふじ

原
わら

道長
みちなが

でした。道長は天皇を補佐
ほ さ

する

摂政
せっしょう

や関白
かんぱく

となり、娘
むすめ

を天皇
てんのう

の妃
きさき

にし、権力
けんりょく

と財力
ざいりょく

を強めていきました。位
くらい

の高い貴族たちは

寝殿造り
しんでんづくり

の豪華
ごうか

な屋敷
やしき

で和歌
わ か

や蹴鞠
けまり

などを楽しむ優雅
ゆうが

な暮
く

らしをしていました。その中で日本風
にほんふう

の文化が 多く生ま 

が生まれ、漢字
かんじ

からかな文字
も じ

でき、紫式部
むらさきしきぶ

の源氏
げんじ

物語
ものがたり

や清
せい

少納言
しょうなごん

の 枕
まくらの

草子
そうし

など優
すぐ

れた文学
ぶんがく

作品
さくひん

が 

生まれました。しかし、民衆
みんしゅう

は重い税
ぜい

や伝染病
でんせんびょう

などで貧
まず

しく苦しい生活でした。この頃
ころ

を平安
へいあん

時代
じだい

と 

言います。 
紫式部 蹴鞠（けまり）遊び 

17条の憲法「人の和を第1にせよ。」 

寝殿造り 

寝
殿
造
り 

奈良の大仏と東大寺 

聖
徳
太
子 

藤原道長 

飢えや病気に 

苦しむ民衆 
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【シマ（奄美）の歴史】➋ 古代並行期 

   福岡県
ふくおかけん

に学問の神様
かみさま

・菅原道真
すがわらみちざね

を祭
まつ

る太宰府
だ ざ い ふ

天満宮
てんまんぐう

があります。ここから【■（木へんに奄
あま

）美
み

嶋】と記された木簡
もっかん

が出土
しゅつど

 

されました。これは奄
あま

美
み

大島
おおしま

のことです。同時に【伊
い

藍
らん

嶋】と記された木簡
もっかん

も出土
しゅつど

されました。これは「イラン」との発音から 

「エラブ」と呼ばれる沖
おきの

永
え

良部
ら ぶ

島
しま

と考えられています。この木簡
もっかん

の上部左右の切込
きりこ

みから大宰府
だ ざ い ふ

へ送られた特産品（赤木
あかぎ

・ビロ 

ウなど）の荷札
にふだ

だと考えられています。 

時代はこれよりも後世
こうせい

の平安時代になりますが、夜光
やこう

貝
がい

は奄美以南
いなん

が原産
げんさん

の高 級
こうきゅう

な珍品
ちんぴん

で、ヤマト（日本）の有力者たち 

は 盃
さかずき

に加工
かこう

したり、また螺鈿
らでん

細工
ざいく

などの豪華な装飾品
そうしょくひん

にしていました。奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

はそれらを求
もと

めて人々が往来
おうらい

する一
いち

大
だい

 

交易地
こうえきち

だったと考えられています。                              【夜光貝】右写真⇒ 

   奄美の名がヤマト（日本）の歴
れき

史書
ししょ

に登 場
とうじょう

するのは、「大化
たいか

の改新
かいしん

645年」頃
ごろ

の【日本
にほん

書記
しょき

】に「海見島」と記
しる

され、その後に 

「阿麻美人」と記された記事です。第1回目の遣
けん

隋使
ずいし

は607年、この後の遣唐使
けんとうし

は630年から894年まで続きますが、奄美の存在
そんざい

 

はヤマト（日本）で認識
にんしき

されており、遣唐使
けんとうし

船
せん

が奄美群島にも寄港
きこう

し食料や水などを補給
ほきゅう

したと考えられています。 

この頃
ころ

のヤマト言葉が現代の奄美方言
ほうげん

に残っています。奈良時代に編纂
へんさん

された【万葉集
まんようしゅう

】には、「〇〇の刀
と

自
じ

」の表記があり 

ます。「刀
と

自
じ

」とは「妻
つま

」の意味や夫人の敬称で、奄美では「とぅじ」と発音されています。また、【
（

竹取
たけとり

物 語
ものがたり

】では絶世
ぜっせい

の 

  美女
びじょ

になったかぐや姫
ひめ

を「いと清
きよ

らにて」と表現しています。この「清
きよ

ら者
もの

」が奄美では「きょらむん」となっています。 

現代
げんだい

日本語
に ほ ん ご

の「は（ＨＡ）・ひ（ＨＩ）・ふ（ＨＵ）・へ（ＨＥ）・ほ（ＨＯ）」の発音は、古くは「は（ＰＡ）・ひ（ＰＩ）・ 

ふ（ＰＵ）・へ（ＰＥ）・ほ（ＰＯ）」と発音
はつおん

されていました。それが笠利
かさり

佐
さ

仁
に

集 落
しゅうらく

と与論
よろん

島
じま

に残
のこ

っているのです。ここでは、 

  花を「ＰＡＮＡ」、船
ふね

を「ＰＵＮＩ」と言います。このＰ音は戦国
せんごく

時代
じだい

・江戸
え ど

時代
じだい

にはＦ音（例：花「ＦＡＮＡ」）に変化
へんか

し 

ていきます。つまり、現代
げんだい

日本語
に ほ ん ご

の「は行
ぎょう

」Ｈ音は「Ｐ」⇒「Ｆ」⇒「Ｈ」と発音
はつおん

しやすい音に変化してきたのです。 

奄美方言は古い時代の言葉と発音を残す貴重な文化遺産です。誇りをもって奄美方言を受け継いでいきましょう。 

 

木
簡
模
写
図 

太宰府天満宮 

貝の道 

奄
美
群
島 

夜光貝 

遣唐使

の航路

赤色が

南島路 

奄美に寄港

の遣唐使船 

 

花「ＰＡＮＡ」 

「
清
ら
者
」
に 

な
る
か
ぐ
や
姫 

想像図 
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【ヤマト（日本）の歴史】③ 平安時代後期～鎌倉時代 

   都
みやこ

で貴族
きぞく

たちが優雅
ゆうが

な暮
く

らしをしている頃
ころ

、地方では有力な寺社・豪族が田畑
たはた

を広げ領地
りょうち

・荘園
しょうえん

とし、富
とみ

を蓄
たくわ

えてい

ました。一部の有力農民は自分の領地
りょうち

を守るため武芸
ぶげい

に励
はげ

み、中には荘園に仕える者も現
あらわ

れ、やがて武士
ぶ し

となりました。武士
ぶ し

たちは一族
いちぞく

で武士団
ぶ し だ ん

となりました。その頭領
とうりょう

が源氏
げんじ

（東日本）と平氏
へいし

（西日本）でした。やがて源氏と平氏の争いとなり、

はじめ平 清 盛
たいらのきよもり

を頭領
とうりょう

とする平氏
へいし

が勝ち、宋
そう

（中国）との貿易
ぼうえき

で繁栄
はんえい

・栄華
えいが

を誇
ほこ

りますが、一族
いちぞく

中心の政治姿
し

勢
せい

が他
ほか

の

武士団
ぶ し だ ん

や貴族
きぞく

から憎悪
ぞうお

されます。関東
かんとう

の武士らの支援
しえん

を受けた源 頼 朝
みなもとのよりとも

は弟の源 義 経
みなもとのよしつね

と共に平氏
へいし

を滅
ほろ

ぼし、1192年、

征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

となり武士による政治を始めます。これが鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

です。 

  源氏
げんじ

の将 軍
しょうぐん

は 3代で絶
た

えましたが、源 頼 朝
みなもとのよりとも

の妻
つま

・政子
まさこ

の一族の北 条
ほうじょう

氏
し

が執権
しっけん

として政治を行いました。1274年、

中国や朝 鮮
ちょうせん

や東ヨーロッパまで支配
しはい

した元
げん

という大帝国
だいていこく

となり、日本の北 九 州
きたきゅうしゅう

に攻
せ

めて来ました。これを元寇
げんこう

と言いま

す。元軍
げんぐん

の火薬
かやく

兵器
へいき

などで幕府軍
ばくふぐん

は大苦戦
だいくせん

しますが、突然
とつぜん

の暴風雨
ぼうふうう

で元軍
げんぐん

の船が壊滅
かいめつ

し戦いは終わりました。しかし、この

戦いは防戦
ぼうせん

だったため、幕府は武士たちに褒美
ほうび

を与
あた

えられず、武士たちも生活に困
こま

り、幕府
ばくふ

への不満
ふまん

が高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

は薩南諸島
さつなんしょとう

海域
かいいき

の管理
かんり

体制
たいせい

を進展
しんてん

させていました。14 世紀初め頃
ごろ

の

「金沢
かなざわ

文庫
ぶんこ

蔵
ぞう

日本図」には、日本の周
まわ

りを龍
りゅう

が取
と

り囲
かこ

み、十二島（種子島・屋久

島などの「口五島」とトカラ列島
れっとう

の「奥七島」）はその内側にありますが、雨
あま

見
み

島
しま

（奄

美大島）などは「外五島」と描かれています。雨
あま

見
み

島
しま

（奄美大島）は幕府の所領では

なく、薩摩
さつま

半島
はんとう

にいた幕府
ばくふ

役人
やくにん

の私領
しりょう

にされていたことが分かっています。1188年、

源 頼 朝
みなもとのよりとも

は、キカイガシマに平家
へいけ

の残党
ざんとう

がいるとして攻
せ

め、その翌年
よくとし

に奥州
おうしゅう

平泉
ひらいずみ

を攻
せ

め、日本列島の南北に軍事
ぐんじ

行動
こうどう

を起
お

こし、1192年に鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

を開きました。 

源平「一ノ谷」の戦い 

元軍との戦い 

源義経 

源頼朝 

「
雨
見
島
」
の
文
字 

金沢文庫蔵「日本地図」 

平清盛と厳島神社 

口五島 

奥七島 

トカラ列島 

外五島 

奄美群島 

薩摩国河辺郡 

の十二島 

龍に囲まれた日本の範囲 

北条政子 
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【シマ（奄美）の歴史】❸ 平安時代後期～鎌倉時代 

   源氏
げんじ

との戦いに敗れ鹿児島
か ご し ま

・奄
あま

美
み

に逃
のが

れてきたという「平家
へいけ

落人
おちうど

」伝説
でんせつ

があります。 平
たいらの

有
あり

盛
もり

は名瀬に、

平 行
たいらのゆき

盛
もり

は龍郷
たつごう

町戸口
とぐち

の神社に祀
まつ

られています。また、平 資
たいらのすけ

盛
もり

は瀬戸内町加
か

計
け

呂
ろ

麻島
まじま

諸鈍
しょどん

大屯
おおちょん

神社
じんじゃ

に祀
まつ

られています。島民
とうみん

に歌や踊
おど

りを教えたと言われ、現在
げんざい

も「諸鈍
しょどん

シバヤ」として受
う

け継
つ

がれています。 

「海
あま

見
み

島
しま

・阿
あ

麻
ま

美
み

人」として７～8世紀に日本の歴
れき

史書
ししょ

に登場
とうじょう

した奄美群島は、し

ばらく記録
きろく

が途絶
と だ

えます。しかし、１０世紀末（平安時代中期）の『日本紀
き

略
りゃく

』に、

「キカイガシマ」として再登場
さいとうじょう

します。１１～１３世紀頃（平安
へいあん

時代
じだい

後期
こうき

～鎌倉
かまくら

時代
じだい

）の遺跡
いせき

として喜界
きかい

島
じま

に「城
ぐす

久
く

遺跡
いせき

」が発見されています。この遺跡
いせき

から九
きゅう

州産
しゅうさん

や朝鮮
ちょうせん

高麗産
こうらいさん

や宋
そう

（中国）産の陶磁器
と う じ き

（焼
や

き物）などが出土
しゅつど

しています。喜界島は南方
なんぽう

物産
ぶっさん

の交易
こうえき

拠点地
きょてんち

だったと考えられています。他にも、宇検村
うけんそん

の倉
くら

木崎
きざき

海底
かいてい

遺跡
いせき

から

12～13世紀の陶磁器
と う じ き

が大量
たいりょう

に発見されています。そして徳之島
とくのしま

伊仙町
いせんちょう

では窯で陶器の

大量生産が行われ、窯跡
かまあと

が 120 余りも出土しました。このカムィヤキの制作
せいさく

技術
ぎじゅつ

は

朝鮮
ちょうせん

高麗産
こうらいさん

に由来し、日
にっ

宋
そう

貿易
ぼうえき

の活発化と共に生産
せいさん

・流通
りゅうつう

が拡大し、徳之島
とくのしま

を中心

に北は長崎
ながさき

から南は沖縄
おきなわ

与那国
よ な ぐ に

島
ぐに

まで広がりました。 

これらのことから、「キカイガシマ」と呼ばれたこの時代、奄美諸
しょ

島
とう

は沖縄
おきなわ

から九州、 

さらに中国や朝鮮
ちょうせん

半島
はんとう

との南方
なんぽう

物産
ぶっさん

交易
こうえき

・人的
じんてき

交流
こうりゅう

の一
いち

大拠点地
だいきょてんち

だったと考えられています。そして、この

頃から稲作
いなさく

農耕
のうこう

が始まり、鉄器
てっき

も使われ、漁労
ぎょろう

採集
さいしゅう

から食 料
しょくりょう

生産
せいさん

の時代になります。それと共に指導的
しどうてき

役割
やくわり

の者も現
あらわ

れます。喜界島の城
ぐす

久
く

遺跡
いせき

などからイネやオオムギ、アワなどの栽培
さいばい

の跡
あと

が出土
しゅつど

されています。 

 

戦に敗れ逃げる平氏 

諸鈍シバヤ 

 

カムィヤキ登り窯 

宇
検
村
倉
木
崎
海
底
遺
跡 

 

徳之島 

宋からの船が倉木崎に

に 

稲作始まる 

カムィヤキ

の広がり 

カムィヤキの広がり 

協働作業 

喜界島 

城久遺跡 
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【ヤマト（日本）の歴史】④ 室町時代～戦国時代・安土桃山時代 

鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

の力が弱
よわ

まると、政治の実権
じっけん

を巡
めぐ

り、朝 廷
ちょうてい

や武士たちの争
あらそ

いとなり、1333年、鎌倉幕府は滅亡しました。はじめ後
ご

醍醐天皇
だいごてんのう

が天皇
てんのう

政治
せいじ

を復活
ふっかつ

させます。しかし、 

貴族
きぞく

重視
じゅうし

の政策
せいさく

に武士たちの不満が高まり、足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

が武士の政治復活
ふっかつ

に兵を挙げると、後醍醐天皇の政権
せいけん

は２年で倒
たお

れました。尊氏が京都に立てた天皇（北朝
ほくちょう

）に対抗
たいこう

し

て奈良
な ら

の吉野
よしの

で後醍醐天皇も自分の正統性
せいとうせい

を主張（南朝
なんちょう

）し、争いが続きました。この時代を南北朝
なんぼくちょう

時代
じだい

と言います。尊氏は1338年、北朝から征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

に任命
にんめい

され、京都
きょうと

に室町
むろまち

幕府
ばくふ

を開きます。室町幕府は3代将 軍
しょうぐん

・義
よし

満
みつ

の時代に明
みん

（中国）との貿易
ぼうえき

で栄
さか

え、農 業
のうぎょう

も手工業
しゅこうぎょう

も発達
はったつ

し生産力
せいさんりょく

が高まりました。また、金閣寺
きんかくじ

や書院造
しょいんづくり

、石庭
せきてい

などの建造物
けんぞうぶつ

や、墨絵
すみえ

、茶
ちゃ

の湯
ゆ

や生
い

け花
ばな

、能
のう

や狂 言
きょうげん

など、優
すぐ

れた文化
ぶんか

・芸 術
げいじゅつ

が生まれ、現代
げんだい

に受
う

け継
つ

がれています。 

 

 

 

 

 

 

   室町
むろまち

時代
じだい

後期
こうき

には各地で守護
しゅご

大 名
だいみょう

を倒
たお

し、一
いっ

国
こく

を支配
しはい

する者（戦国
せんごく

大 名
だいみょう

）が現れ、やがて領地
りょうち

拡大
かくだい

と全国
ぜんこく

統一
とういつ

の戦国
せんごく

時代
じだい

が始まりました。その代表格が武田
たけだ

信
しん

玄
げん

や、

上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

や毛利元就
もうりもとなり

らです。その中でも織田
お だ

信長
のぶなが

は戦
いくさ

名人
めいじん

でした。長篠
ながしの

の戦
たたか

いで鉄砲隊
てっぽうたい

を編成
へんせい

し最強
さいきょう

の武田軍
たけだぐん

の騎
き

馬隊
ばたい

を撃破
げきは

しました。その後、政治
せいじ

介入
かいにゅう

していた仏教
ぶっきょう

勢力
せいりょく

を排
はい

除
じょ

する一方で、日本に来
き

たキリスト教宣教師
せんきょうし

らを優遇
ゆうぐう

しました。そして商工
しょうこう

業者
ぎょうしゃ

に自由
じゆう

営業
えいぎょう

させ、流通
りゅうつう

の妨
さまた

げの関所
せきしょ

の廃止
はいし

など、様々な改革
かいかく

で全国
ぜんこく

統一
とういつ

に近づ

きました。しかし、統一を目前にした1582年、家臣
かしん

の明智光
あけちみつ

秀
ひで

の謀反
むほん

で、本能寺
ほんのうじ

で無念
むねん

の最期
さいご

を遂
と

げました。その後初めて全国
ぜんこく

統一
とういつ

を成
な

し遂
と

げたのは、家臣
かしん

の豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

です。

秀吉は 1585年朝廷
ちょうてい

から「関白
かんぱく

」に任
にん

ぜられ、諸大名
しょだいみょう

に天皇の名で秀吉への服従
ふくじゅう

を命じ平定
へいてい

していきました。秀吉の権力
けんりょく

財力
ざいりょく

の象 徴
しょうちょう

が壮大
そうだい

な大阪
おおさか

城
じょう

です。秀吉は税
ぜい

の

安定のため田畑の面積
めんせき

や収穫量
しゅうかくりょう

を示す「太閤
たいこう

検地
けんち

」や農民
のうみん

や寺社
じしゃ

から武器
ぶ き

を没収
ぼっしゅう

する兵農
へいのう

分離
ぶんり

の「刀狩
かたながり

」を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

石庭 農業の発達 

雪舟の墨絵（模倣図） 

金閣寺 

手
工
業
の
発
達 

能
・
狂
言 

生
け
花 

茶
の
湯 

織
田
信
長 

長
篠
の
戦
い 

キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師 

豊
臣
秀
吉 

大阪城 
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